






上記の用途に加えて環境意識のますますの高まりを受け、当社は「TOYOBO GS Catalyst®」を使っ

た新たな PET フィルムとして包装用 PET フィルム「東洋紡エステル®GS」の上市を予定している 。

 
当社は、化学メーカー大手のDuPontが開発した生分解性樹脂「DuPont™ APEXA®（以下、APEXA®）」

の製造を受託しているが、重合触媒には「TOYOBO GS Catalyst®」を使っている 。

「APEXA®」は、適切な堆肥環境において微生物の力によって水と二酸化炭素に分解し、一般的な

PET に近い加工性を有するポリエステルである。各種の用途が検討されているが、現在は繊維での

採用が先行している。

７ 展

当社が独自に開発したアルミニウム系ポリエステル重合触媒「TOYOBO GS Catalyst®」は、当初の狙

い通り「触媒活性と得られた PET の熱安定性を兼ね備えた重金属フリー 非 Sb 系 の新触媒」である。

特にリサイクル特性に優れ、重金属を含まないことから、もともと環境に優しい素材であるポリエステ

ルをさらに一歩進んだエコマテリアルに進化させることが出来たと考えている。

GS とは Green Sustainable の略で、環境に優しく持続成長可能な新触媒という期待を込めて命名したが、

今後はポリエステル重合触媒の Global Standard となることを目指し、グローバル展開を加速していく。
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図８「TOYOBO GS Catalyst®」からなる フィルム「シャインビーム®」の耐久性
 

 

 

  

 

  

 




